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ひ
な
け
れ
ば
，な
ら
な
い

。
' (

第
ー)

表
參
：照

〕 

ー
體
、
デ
ブ
ラ
系
數
か
と
パ
‘レ
ー
ト
系
數
“
の
間
に
は
次
の
關 

，係
が
あ
る。

■
' 

, 

.
 

'

l
o
g
N
l
i
o

oqA
i
a

 

logx 

(
1
)

z
=
;*c
o
i
o
g
x
+

cr(
2
}

 

」

1

丨

^

I ： 

\ ,

a>

I CO
CO N

CO
V_^

银 3 表 土 業 人 n 及 び 也 產 愤 領 （昭和12年度）

1 經營規模 、]こ埸数 闷西分比 職 ] : 數 ’ 分比 止遨傾餌 ' ' irjTf分比

* 1
、. •ノ ” ’ . 人け又

5
千

60
、 5 8

.

352 10 1055 、 .6

10 32 86 543 ノ 1861 18
ど' ' \

V v . . >' :ザ : 30 し.、...:：.,''? V ' 丨 ' 285 ::::ソ^'::.':isi 1203 > 25

60 4 '96 296 38 ^  1384 、 34

四 100 3 99 . 682 70 3918 57
<五

V
b00 1 100 1108 100

. . . \ ■ ■
7000 100

統

nt
的
解
析J cri.rw

學钤雜誌昭和二十一苹七膜

〕

：.麥
：照
で)

へ；
 

此
の
結
报
を
从
る
と
、.總
平
均
の
分
布
に
最6
接
近
し
た
も
9 

は
食
料
品
丁
：業
で
ぁ
り
、
邦
の
嗟
の
意
義
は
比
較
的
小
?
ぁ 

る
。
纖
維
工
業
の
乖
離
度
は
他
の
產
業
に
比
し
帮
し
く
高
、い
。 

こ
の
，こ
と
は
前
述
の
大ff
i

-f
^
經
營
ハ
五
0 .
〇
人
以
土 )

が
鐵
«
江
へ
.
 

業
に
業
1:
於
て
の
み
、.布
利
な
こ
と
、
一
脈
の
關
係
が
ぁ
る
。

故
後
に
經
營
不
平
等
系
\數
と
し
て
の
ロ
ー
レ
ン
ッ
肩
線
を
考 

へ
る
。
第
三
表
は
各
經
營
規
榄•に
つ
い
て
所
得
木
平
等̂i

l
^
c

 

す
’る
際
の
ロ
ー
:レ
.シ
：ッ
曲
線
の
訐
箅
を
同.じ
方
法
^
、
：
3:
.埸
数
.
 

»
エ
數
、
.生
產
價
額
に
つ
い
で
、
夫
々
總
累ni
*
俯

か

ら

の

'
^
分
 

比
を
求
.め
た
，も
の
で
ぁ
る
。
此
處
で
、
先
づX
軸
に
職
工
數
を 

■ 

Y軸
に
工
場
數
を
.と
れ
ば
、
職
工
數
に
つ
い
て

0
1
:

つ
0
ロ
1 

レ
ン
少
仙
線
を
得
る
。
第
一
：圖
の
卒
等
分
惠■

■
_

e
}l
l
$錄

、
 

は
こ
の
仙
線
1
ぁ
り
、
⑵
は
平
等
分
布
線
と
こ
の
曲
線
に
ょ
つ 

'
:て
圍
ま
.れ
た
面
稹
で
ぁ
る
。
次
にX
軸
に
工
場
數
を
、Y
•軸
に
.
 

生
^

H

を
と
れ
ば
、
坐
產
價
額
に
關
す
る
ロ
ー
レ
ン
マ
ッ
曲
線 

を
得
る
。
#

一
 

_
の
^
下
方
，の
實
線
が■そ
れ
で
が
り
、、a )
は
該 

,

.

-
經
營
不
平
等
系
敷
に
就
て、
• く 

‘■
、
 

/

.

曲
線
と
.平
等
分
布
線 

と
に
依
て
圍
ま
れ
た 

面
稂
で
ぁ
る
。
.
こ
の 

兩
容
の
間
に
い
か
な 

る
關
係
が
あ
る
か
を 

見
る
に
は
、X
軸
に 

職
工
數
を
、Y
軸
に 

虫
產
價
額
を
と
つ
て 

'ニ

：
つ
：
の

曲

線

‘を
作
.ら 

ね
ば
な
ら
な
い
。
此 

を
經
營
能
率
線
と
呼 

ば
ぅ
。
も
し
經
營
規 

校

0
大

小

に

ょ

る

平

 

l/
均
能
率
の
變
化
が
な 

Iけ
れ
ば
、
こ
，の
點
線 

は
平
等
分
布線

に
'':

.
致
す
る
。BI
J

ち
平
等

(

章
三

)

ノ
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17.5 
38 
79 

176 
356

1840! 2040
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•
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9.

0.78
0,40
0.55
0.42
0.41
0.40
0.39

千馬力
24

TW
14

133: 47 
183 124

, 2 6 8 244
414 518
730 1225

1900 2705

經 營
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o 

1 
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4 
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1
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ぺ
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ノ

.

.

，

:

.

.

.

j
/
»
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_
IN
h__

—̂
I_

6:g

42
77
64
38
60 

1 

3 

7

_

_

_

_

I:, 

. 

i

5

.0
J0
o 

o 

o 

o 

' 

1 

8 

& 

o 

o 

o 

1

2

k

.

n
*;-
«
-
"
^
:/
^
î
. 

“!!
i-i
.;-
f

〈

^
;?
-b
f;-
'
.
l
^
产

通N'
'̂
钱
i;
lf̂
w
*
5̂r
\
ト

玲

■ぐ

經

艘

不

平

等

系

缴

に

就

て

’

がぬ

四

第

開

分
布
線
は
收
益
不
變
線
を
示
す
。
從
つ
て
、
第
一
圖
の
點
線
が 

平
等
分
布
線
に
最
も
接
近
す
る
一
つ
手
前
の
企
業
规
棱
が
最
適 

规
梭
r
あ
つ
て
、
三
〇
丨
五0
人
の
規
模
と
な
る
。
こ
の
曲
線

di m 高第 .4 奢..‘.一 x  .場

C

三
五
四)

と
平
等
分
布
線
~に 

よ
0
て
園
ま
れ
た
、 

.
M

搶

を
(3
''
^

,t
. 

、.
る
と
、
S
;
丄3

) 

=
(
2
>

な
る
關
係 

•
が
為
るo 

f

、

の
相
違」 

.1に

.

.
よ

る

生

產

カ

の
 

差

違

が

な

け

れ

ば

. 

@

は
o

.
と

な

る

か
 

ら
.a)
i

(2
)

«I.

致 

し
、：
生
產
值
額
に 

■
關
す
.る
ロ
、I

レ
ン 

ツ
曲
線
と
は
一
致 

:

す
る
箸
だ
か
ら
で.

.

あ
る
。

、〔

三
：

i

坐
產
ヵ
曲
線
の
變
化
 

- 

以
上
の
考
察
は
何
れ
も
 
一
•»
!
間
內
に
於
け
る
、.勞
働
の
I
 

力
の
み
を
分
離
し
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
資
本
設
備
の 

變
化
を
十
分
に
考
撤
し
て
居
な
い
。
今
こ
の
點
を
十
分
に
考
察 

す
る
.た
め
、
第
四
表
に
於
て
、1H

場
當
P
S職H

數

.

(

總
從
.

.
V

へ

業

霧

-
馬
カ
晝
び
生
逾
懷
額
を
棼
出
し
艿
が

の
値
を
指
數
化
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
勞
働
一
單
位
當
り
の
、
資 

,
本
設
備
と
協
働
せ
る
際
の
虫
產
カ
を
計
鮮
出
來
る
笹
で
あ
る
。

こ
の
，具
體
的
な
公
式
と
し
て
は
、
周
知
办
ダ
グ
ラ
ス
の
公
式
、

，
 

F
=
b
s
c
r
x

が
あ
る
。
.併
し
こ
の
公
式
は
、̂

跑
の
檢
，加 

率
が
、
勞
働
の
增
加
_
と
資
本
の
そ
れ
と
の
間
に
あ
る
場
合
に 

„

の
み
安
常
す
る
の
で
あ
つ
て
、
，本
稿
切
問
題
の
如
く'■
»
收
益
遞' 

. 

咐
の
倾
向
が
猓
は
れ
て
居
る
場

f

に
は
用
ひ
難
い
。
其
處
で
、 

拙

稿「

消
费
が
物
惯
に
及
ぼ
す
影
響

」
(

命
融
經
濟
硏
究
浓
六
號

)

で
尕
し
た
如
ぐ
、
！0>
0>
^
=
丨
^
.と
假
走
し
て
、〔

こ
の
場
合
に

は
、
勞
働
の
檜
加
弗
と
資
木0
そ
れ
と
は

略
々
相
等
し
い
か

, 

，
：

ノ 

;

-
-1

. 

£

M
龄

不

平

等

(

系

数

に

就

て

.

/

ら
、
こ
の
假
定
は
可
成
現
實
的
で
あ
ら
、
1

W勞
働
の
坐
產
カ

™

q>
l

p

 

d
L

 

P

 

昏 

i

;

• 

- 

:
.
v
.
v 

^
.

と
し
、
m
を
弊
れ
す
れ
ば
、
第
四
，表
に
揭
げ
：た
如
き
結
艰
と
な 

る
。
昭
和
七
年
度
に
於
て
ぎ
十
ニ
年
度
に
於
て
も
、
三
〇
人
丨 

:

.
M
0人
の
親
事
が
最
も
坐_

の
高
い
、>と
は
、
先
办
最
適
規 

、
模
の
推
論
に」

致
す
る
。
：
而
し
て
不
況
時
た
る
昭
和
七
年
度
に
：；
 

於
て
は
、
五
I
I〇
人
の
生
產
力
が
著
し
く
高
い
の
に
反
し、
:.
.

.
 

f.
 

.
 

•
 

'
V 

. 

.

.

. ,

:,
:昭
和
十
*—
.
_度
.に
'は
最
も
低
べ
、
五
0
0人
以
上
_の
大
規
模
經
' 

*營
に
つ
い
て
は
逆
の
こ
と
が
成;!
)
'立
つ

や

、
ブ
'に
見
へ
る
。
又
昭 

和
十
二
年
度
に
於
て
は
、M三
0
丨
五
〇
人
の
規
模
の
生
產
ヵ1が
■■ 

他
.の
規
模
に
.比
し
て
著
し
.く
^

こ
と
が
^
目
さ
れ
て
よ
り
。
ブ 

昭
和
十一;

年
度
に
於
て
は
、
平
均
し
て
一

K

へ
、ば
、1

工
場
當
り 

の
馬
力
數
は
昭
和
七
年
度
よ
り
も
、
む
し
ろ
減
少
し
、
大
規
摸 

經
營
に
於
け
る
從
業
砻
數
が
僅
が
に
增
加
し
，て
居
る
。
以
上
が 

經
營
規
模
に
よ
る
生
産
力
の
變
化
で
あ
る
。

,

\ 

,

四七
ハ三
五

5

、



,
\

釦

膂

不

系

激

に

就

て：

' 
，
パ

、
パ
プ 

. 

>れ
に
對
し
動
態
的
じ
見
て/ 

-

時
間
时
推
移
に
ょ
る
ま
罾
カ
一 

.の
變
化
。al
ち
、幸
レ
て
拗
業
度
の
變
化
に
ょ
る
生
逄
カ
の
變 

化
を
考
へ
る
こ
と
が
祀
來
る
。
筒
-場
の
た
め
、
代
表
企
業
の
生
， 

捋
力
の
變
化
の
み
を
考
へ,̂
こ
と
に
す
る
。

昭
和
七̂
S
,:
お

^•
; 1
^

—
當
り
赛
產
纖
«
は
；九
0'
节

警

養「

顏
*
驗

.射

_

爾

'
/ «
: 1
達

: 1
1

澈

漏

顔

；
^

|

,

_

顏

は
大
體
に
於
て
/三
〇—

五0
人
の
規
模
を
以
て
袋
企
業
と 

'#
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
共
處
で
前
と
同
様
に
し
て
拿
変
の

:

_

_

_

_; 1
_

蕭

薩

修

.

_

1

_
®:
:

肩
の
^
に
ょ
る
生
產
カ
曲
線
は 

靜
態
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
對'

リ.
: ^
,
.
:
.
;
.

こ
' 0
: #

點
'-
^
^ .

ん

.
で

觀
 K?' V. 

:)
«

線
；■
動
態 

一

:;
^

線
で
あ
る
。
ダ
グ
ラス
，の
^
 

出
せ
る
系
数
は
こ
れ
に
相
對
す
る
も
の
で
あ
り
、
ム
ー
ア
の
K

:

力

た

！§
^

線̂

>:
|

:
、

パ
_

^

肋

線'0
性

#
贫

懷

^

^
罟

が

_

;

' 

の
と
^
,て
ょ
い
で^

ぅ̂
。
然
ら
ば
、
か
く
の
如
き
生
淹
カ
の

0.55
0.54
0.73
0,77
0.80
0,96

昭不11

10
IX
12

四

檢

ヵ

の
^

i
.
^
-
/J
;
?因

と

し

て

考

へ

ら

れ

る

の

は

、

資

^
l
p ^
^

d
 

槽

1

で

あ

る

が

、

前

述

の

如

く

こ

の

渴

合

に

は

資

本

設

備

は

減
 

少

の

&

に

あ

る

の

で
t

か

ら

、k

業

度

の

廣

加

に

ょ

り

、 

生

淹

力

が

上

つ

た

も

の
'と

見

る
:^
き

で

あ

^
-う

。

，

前

號

(

雜
H
\ h
随)

0

次

諭

說 

,

命

藥

め

液

猪

的

還

本

經

瞥

狹

則

へ.丨
':
'
:丨

.：ギ
小

.

.
■
高
，
'泰
.■'
.
雄

マ

ル

ク

ス

の

人

性

論.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

平

井

新

資
し
料

.北
歐
.竭
撖
■
呼

詉

：
の
分
拆
：

…
…

：
：r
.
,
p 

諒
‘
._ 一
 / 

H
ン

ゲ

ル

法

則

の

励

態

的

意

義

に

就

い

て

.
中

鉢

正

英

\，
■ * * ,t

昭

和

十
?-•為

年

以

降

の

國

鐵

(7)

輸

遂

に

谰

す

ろ

統

計

昭
和
十
二
^
K

-̂p
f

、
れ
が
國
に
於
て
はa
要
な
統
HI
*
资
料
は 

す
べ
て
公
表
さ
れ
す
、
、而
も
戰
災
と
終
戰
前
後
の
混
亂
と
に
由 

つ
て
.朱
公
；衣
6
资
料
の
多
く
.が
失
は
れ
或
ひ
は
散
逸
し
て、

,
 

戰
後
一
句
餘
を
嫩
た
今H
-t
c

至
つ
て
も
私
達.の
側
究
に
必
要̂- 

統
計
を
な
か
く
入
乎
し
得
な
い
狀
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
：

a

期 

.
休
収
巾
に

«輸
筲
そ

の
他
各
方
而
0
方
々
の
好
盘
に
ょ
り
手
じ 

A

れ
る
こ
と
‘の
出
來
た
杪
料
を
編
輯
し.て
ノ
主
と
し
て
輸
送
の. 

'i
l

地
か
ら
昭
和
十 
一
-¥
以

降

.0
闕
^

を
檢
討
す
る
資
料
を
纏
め' 

-
て
來
七
。
郎
ち
效
、で
は
材
奶
を
ね̂
盤
理
し
た
据
度.に
止
ま
る
： 

の
で
^

^
て
、Z
唯
傅
に
そ
れ
に
晚
に
注
妇
す
ベ
、き
點
を
矶
記
七
, 

た
に
過
ぎ
な
：
^
 

■
此
の
‘翁

女

使

つ

て

、
わ
が

m

の
戰
時
交
a

' 

、、

-
、
昭

、和

十
.

u

气

似

源

，
の

關

鐵

の

输

送

に

關

す

る

統

評

〜

'

k

就
て
論
す
る3

は
佌
の
機
會
に
谌
非
行
ひ
度
い
所
で
あ
る
。> 

‘

第

！
節
.

輸
送
に
於
げ
，る

國

指

の

地

位.

(
P

 

.わ
，
が

國

七

於

、
け

る

鐵

道

、
自

動

^

、

船

舶

の

輸

送 

麵
：

：

.、

義

1

^
 

ノ 

.
,ペ

：

..

先
づ*

國
鐵
が
わ
が
’國の交通機腳中占める；
を児る
 

嚅
に
^

主
;^

る
交
通
機
關
で
み
る
！̂
の
鐵
道
自
動
取
雜
舶
の 

輸
送
*

を
比
較
す
^

堪
へ
が
必
要
で
あ
ら
ぅ
。
所
が
、
自
動
車
及
. 

船
舶
に
就
て
.

t
r

そ
扇
の
姦
數
爆
數
麗#
數
の
統
%

|

い ヽ

ろ

く

發

表

て

ゐ

る

が

ぐ
' ^
:1
1

等
，の̂

送
#
を
比
較
し
た 

數
字
は
殆
ど
兄
る/
ナ
と
が
出
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